


























































































































































































できた」、(中 t (34) =13.89， p (.001、高
t (8) = 12.09， p <. 001)、3r熱意をもって
取り組むことができたJ(中 t (34) =21.38， 




したJ(中 t(34) =12.07， p<'OOl、高 t( 8) = 
8.85， p <.001)、3r教育者としての素直さ、
謙虚さ、協調性を身に付けているJ(中 t(34) = 
11.26， p <.001、高 t(8) = 8 . 00， p <.001)、
(3) rコミュニケーション能力と対人関係力」
では、 1r様々な場面で生徒と公平・平等に話
しやすい態度で接することができたJ(中 t(34) = 
11 . 32， p <.001、高 t(8) = 5.96， p <.001)、
2 r教職員とコミュニケーションを積極的に図
る力を身に付けることができたJ(中 t (34) = 
7.35， p <.001、高 t(8) = 5.55， p <. 001)、
(4) r学校教育に関する法令・服務」では、 2
「生徒・家庭等への個人情報・管理等法令遵守
する態度を身に付けることができたJ(中 t(34) = 
8.70， p <.001、高 t(8) = 3.59， p <. 001)、
(5) r教職員組織の連携・協力」では、 1r学
校は教職員がティームワークで協力し教育活動



























!.授業準備の教材研究・教材解釈の意義と方法を身に付けることができたか。1.66 .53 ••• 1.33 印判*
2.生徒の実態に即して学習意欲・興味・関心を持てる授業計画(指導案)を作成することができたか。 2.49 .98紳 2.22 .97 キ
3.一時間の授業のねらいを明確にして学習指導をすることができたか。 2.541.09 • 2.11 .93 • 
(7)単元指導計画の作成及び改善
1授業設計では指導目標と予め評価規基を設定することができたか。 2.94 .80 n.s. 2.33 1.00 n.s. 
2授業計画は本時だけではなく、単元全体の指導目標・指導方法・評価計画も作成することができたか。 2.66 .93' 2.67 1.22 n.s. 
1模擬授業を試み、本番の実習授業では模擬授業の反省内容を改善点として生かすことができたか。 2.261.01 .帥 2.111.05 • 
(8)指導方法・指導技術
!.生徒に本時の学習課題を自覚させることができた方、 2.54 .91料 2.44 1.01 n.s. 
2.授業では発聞の仕方、計画的な板書、グループ学習など指導方法を工夫することができたか。 2.14 .84.帥 2.22 .67 柿
3.授業では教材・教具の活用など効果的に活用できたか。 2.26 .91料. 2.22 1.09 n.s. 
4授業では生徒が受け身にならなし、ょうワークシート等を作成し活用したか。 2.591.04. 3.00 1.41 nふ
5情報機器(ICT)を活用し資料提示・資料作成する指導方法の工夫をすることができたか。 3.741.30.. 3.44 1.74 n.ふ
(9)生徒の学習状況の把握と評価
!.授業のねらいに沿って生徒の学習成果を評価(観点別)することができたか。 3.26 .98 n.s. 3.22 .67 n.s. 
2.授業記録(VTR)を通して生徒の発言・つぶやき等学習状況を把握し評価に生かそうとしたか。 3.371.16 n.s. 3.44 1.24 n.s. 
3.参観授業では授業記録や生徒のノートを通して学習到達状況を把握するカを育てることができたか。 2.631.13 n.s. 2.ω 93払ふ
(10)授業改善と成長する教師
!.授業記録を基に自分の授業を振り返り、更に改善すべき点が分かるようになった力、 1.80 .83紳. 1.44 .53特*
2.実習指導後、大学に戻り学ぶべき教育課題を発見することができたか。1.86 .73肺移 1.67 .50紳*
(11)道徳教育、特別活動、進路指導・キャリア教育
Lクラスの実態に応じて道徳教育をする必要性や指導の在り方を知ることができたか。1.74 筋*** 3.57 1.40 n.s. 
2集団形成をする学級活動(ホームルーム)・生徒会活動・学校行事の意義を理解することができたか。1.63 .64柿. 1.56 .73料*
3 自分の将来を考え可能性を見出す進路指導・キャリア教育の必要性を理解することができたか。 2.111.05 ••• 2.00 .87" 
【領域E】専門的知識
(12)教育課程・学習指導要領
!.学校における教育課程の編成や年間指導計画作成の認識を深めることができた均、 2岨 見*帥 2ω ω n.s. 
2.学習指導要領の各教科の目標・内容を理解しているか。 2.77 .80 n.s. 2.33 1∞n.s. 
3.各教科内容の基礎的・基本的知識を持っている泊、 2.54 .74帥. 2.11 .78特







M SD t検定 M SD t検定
1.46 .65 事事申 1.22 .44 牢本市
1.91 .65 .* 2.00 .87.キ
1.23 .49 ••• 1.22 .44 ** 
1.49 .74 ** 1.44 .53 ** 
2.17 .98 *. 1.67 .71 ** 
1.77 .64 ** 1.67 .50 ** 
1.74 .65キ*キ1.56 .73 *キ*
2.00 .80 ** 1.89 .60 ** 
2.17 .92 *キ 2.67 .87 n.s. 
1.79 .80 **キ1.89 .93 * 
1.40 .88キ** 2.11 1.05 * 
1.51 .74 ** 1.67 1.12 *本
2.03 .82 *キ 1.67 .50 ホ**
1.26 .50 ** 1.22 .67 *キ*
1.86 .77 *. 1.56 .73 ** 
1.94 .83.キ 1.78 .97 .* 
1.54 .70 本** 2.00 .87 キ
1.57 .91 .* 1.33 .50 *.* 
2.03 .74キ.* 1.89 .78 * 
1.46 .56 ** 1.44 .53 .* 
1.89 .86 ••• 2.56 1.74 n.s. 
2.03 .74キ.. 2.13 1.13 n.s. 
1.97 .79牢** 2.56 .88 n.s. 
2.76 .92 n.s. 3.44 1.01 n.ふ
3.21 1.00 n.s. 3.44 1.13 n.'三
? ???
10.74， p (.001、高 t(8) = 2.53， p (.05)、
2 r学校は家庭への連絡等保護者との信頼関係
の畷械に努めていることが耳撫できたJ(中 t(34) = 























けることができたJ(中 t(34) =14.73， p<'OOl、




(中 t(34) =4.35， p (.001、高 t=2.35，
p <'05)、(8)2 r授業では発問の仕方、計画
的な板書、グ、ルーフ。別学習など指導方法を工夫
することができたJ(中 t(34) =6.00， p(.OOl、




るようになったJ(中 t (34) =8.52" p <.001、
高 t(8) =8.85， p <'001)、 2r大学に戻り
学ぶべき教育課題を発見することができたJ(中




意義を理解することができたJ(中 t(34) =12. 57， 
p <.001、高 t(8) =5.96， p <'001)、 3r自
分の将来を考え可能性を見出す進路指導・キャ
リア教育の必要性を理解することができたJ(中
















礎的・基本的知識を持っているJ(中 t (34) = 







ようとしたJ(中 t (34) =6.99， p (.001、高
t (8) =8.00， p (.001)、 2r教室の環境整備、
清掃活動等集団作りが大切であることが理解で




t (34) =8.75， p (.001、高 t(8) =5.96， 
p (.001)、(15)r生徒理解と教育相談」の項目
では、 1r生徒と接する機会を多く設け、積極
的に話しかけ生徒理解に努めたJ(中 t (34) = 
9.22， p (.001、高 t(8) =10.00， p <'001)、
3 r生徒と接する中で、個々の生徒の特性や違
いを理解することができたJ(中 t(34) =16.28， 






























t (34) =3.90， p(.001)、(16)r特別支援教育・
人権教育」では、 1r支援を要する生徒に積極
的に関わり指導しようとしたかJ(中 t (34) = 
7.61， p (.001)、2rマイノリティーの立場に
置かれている生徒の教育課題が認識できるよう











































































































































































































































習』学文社 2010年 14-15P 
米沢崇「教育実習における教師としての力量形
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クト 2008年 54P
若元澄男 松浦伸和、磯崎哲夫他編「広島大学
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築に向けて広島大学学部・附属学校共同研
究」機構研究紀要第33号 2005年
佐々祐介、小江和樹、上谷順三郎、仮谷園昭彦、
土田理、溝口和宏「大学における教員養成に関
する調査研究」鹿児島大学教育学部実践研究紀
要第四巻 2003年 77-90P
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